「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	平成15年度より、ホームレスに対し、大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会として広域的に巡回相談事業を実施し、ホームレス状態からの脱却を促進してきた。現行の実施計画のもとでも、引き続き中河内・南河内ブロックを単位として巡回相談事業を行った結果、ホームレス数の着実な減少につながった。
八尾市内における事業実績としては、実施計画期間前の平成21年１月に実施した「ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）」におけるホームレス数が３０名であったものが、平成２５年１月に実施した同調査においては１１名にまで減少した。



	課題・問題点
	　ホームレスの多くは、野宿生活が長期にわたっており、ホームレス状態からの脱却に向けた説得に応じず、関わりを拒否する者が多い。施設管理者との更なる連携強化が求められる。

　ネットカフェや友人宅を転々として生活をするホームレスは、現状の巡回相談では把握できず、生活相談に来所してはじめて存在が分かるのが実情である。



	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	　八尾市内では、過去１０年間でホームレス数が約１０分の１(平成15年1月全国調査100名→平成25年1月11名)となり、この間の事業効果は明らかであるが、支援対象者数が減ったことで、費用対効果の面からは事業手法について一定の見直しが必要と考えられる。

　ネットカフェや友人宅を転々として生活をするホームレスへの支援対策を検討すべきである。



	市町村部局名
	八尾市健康福祉部生活福祉課　
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